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鎌
倉
期
若
狭
国
守
護
の
再
検
討

熊
谷

隆
之

は
じ
め
に

鎌
倉
幕
府
の
支
配
は
、
東
国
・
北
国
・
畿
内
近
国
・
鎮
西
と
い
っ
た
地
域
ご
と
に
特
色
を
も
ち
つ
つ
、

段
階
差
を
と
も
な
い
な
が
ら
展
開
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
管
轄
す
る
広
域
支
配
機
関
に
は
、
関
東
・

六
波
羅
・
博
多
が
あ
り
、
国
ご
と
を
管
掌
す
る
主
た
る
職
制
と
し
て
は
、
守
護
が
お
か
れ
た
。

こ
の
う
ち
の
守
護
に
関
す
る
専
一
の
成
果
と
し
て
、
佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』(

１)

が
あ
る
。
佐
藤
に
よ
る
諸
国
守
護
の
任
免
を
め
ぐ
る
沿
革
考
証
は
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
を
機
と
す
る
北
条

氏
一
門
の
全
国
的
な
守
護
職
の
獲
得
や
、
得
宗
に
よ
る
守
護
職
の
一
元
的
統
制
と
い
っ
た
論
点
を
生
み
だ

し
、
北
条
氏
一
門
と
そ
の
被
官
に
よ
る
幕
府
要
職
の
占
取
な
ど
と
と
も
に
、
佐
藤
が
提
唱
し
た
得
宗
専
制

論
の
論
拠
と
な
っ
た(

２)

。

他
方
、
石
井
進
は
、
佐
藤
進
一
の
「
律
令
系
地
方
行
政
機
関
た
る
国
衙
の
勢
力
を
奪
い
、
こ
れ
に
代
位

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
武
家
政
権
を
し
て
全
国
的
政
権
た
ら
し
め
る
」(

３)

と
い
う
研
究
視
角
を
う
け
つ
ぎ
、

国
衙
権
限
の
吸
収
・
集
積
を
梃
子
と
す
る
鎌
倉
幕
府
支
配
が
、
国
衙
と
の
一
般
的(

国
衙
在
庁
進
退
権)

・

地
域
的(

東
国
・
鎮
西
特
殊
権
限)

・
個
別
的(

関
東
知
行
国)

・
個
人
的(
在
庁
の
御
家
人
化)

な
ど
の
重
層

的
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
お
も
に
守
護
を
媒
介
と
し
て
東
国
以
下
の
各
地
域
に
展
開
し
て
い
く
過
程
を

体
系
的
に
論
じ
た(

４)

。

そ
し
て
、
如
上
の
得
宗
専
制
論
と
国
衙
機
構
掌
握
論
を
裏
づ
け
る
随
一
の
具
体
例
と
さ
れ
た
の
が
、
若

狭
国
守
護
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

若
狭
国
守
護
の
基
本
史
料
に
、
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』(

以
下
『
守
護
職
次
第
』)

と
『
若
狭
国
今
富

名
領
主
次
第
』(

以
下
『
領
主
次
第
』)

が
あ
る(

５)

。
佐
藤
進
一
は
、
『
守
護
職
次
第
』
の
分
析
を
も
と

に
、
若
狭
国
守
護
職
は
、
北
条
義
時
以
来
、
代
々
の
得
宗
に
伝
領
さ
れ
、
他
の
一
門
に
分
賜
さ
れ
る
場
合

は
あ
っ
て
も
、
一
時
の
恩
補
に
と
ど
ま
り
、
得
宗
が
職
の
補
任
権
を
留
保
し
て
い
た
と
評
価
し
た
。

他
方
、
石
井
進
は
、
若
狭
国
の
有
力
在
庁
で
あ
っ
た
稲
葉
時
定
の
今
富
名
以
下
の
旧
領
が
、
や
が
て
守

護
と
な
る
得
宗
に
う
け
つ
が
れ
、
鎌
倉
最
末
期
ま
で
守
護
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
た
と
理
解
し
、
そ
れ
ら
は

国
府
近
傍
の
国
衙
領
を
中
心
に
交
通
上
の
要
地
を
把
握
す
る
濃
密
な
分
布
を
示
し
て
お
り
、
守
護
が
税
所

職
を
兼
ね
て
国
衙
機
構
の
支
配
的
地
位
を
確
立
し
て
い
た
と
評
価
し
た
。
若
狭
国
は
、
や
は
り
有
力
在
庁

の
葉
山
頼
宗
の
旧
領
が
「
国
衙
中
心
分
布
型
」
守
護
領
と
な
っ
た
安
芸
国
と
と
も
に
、
守
護
が
国
衙
機
構

の
掌
握
を
つ
う
じ
て
管
国
支
配
を
深
化
さ
せ
て
い
く
、
そ
の
典
型
例
と
さ
れ
た
の
で
あ
る(

６)

。

だ
が
、
佐
藤
進
一
の
若
狭
国
守
護
を
め
ぐ
る
評
価
に
対
し
て
は
、
近
年
、
『
守
護
職
次
第
』
の
異
本
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『
若
狭
国
守
護
職
代
々
系
図
』
を
紹
介
・
分
析
し
た
秋
山
哲
雄
に
よ
り
、
守
護
の
任
免
を
め
ぐ
る
事
実
認

識
を
ふ
く
め
て
、
種
々
の
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る(

７)

。
秋
山
の
指
摘
に
は
、
首
肯
し
う
る
部
分
も
多

い
。
と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
石
井
進
の
「
国
衙

中
心
分
布
型
」
守
護
領
の
評
価
に
は
疑
問
が
あ
り(

８)

、
な
か
で
も
若
狭
国
守
護
領
を
め
ぐ
る
理
解
に
根

本
的
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
別
稿
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る(

９)

。

主
と
し
て
『
守
護
職
次
第
』
『
領
主
次
第
』
と
い
う
基
本
史
料
の
分
析
を
も
と
に
、
若
狭
国
守
護
を
め

ぐ
る
史
料
や
研
究
の
混
乱
を
整
序
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
当
面
の
目
標
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
結

果
、
得
宗
専
制
論
や
国
衙
機
構
掌
握
論
が
抱
え
る
問
題
点
に
も
、
論
及
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

結
句
、
先
学
の
理
解
に
対
す
る
疑
問
は
、
若
狭
国
守
護
の
任
免
に
関
す
る
事
実
認
識
の
ち
が
い
に
発
す

る
。
そ
れ
は
『
守
護
職
次
第
』
の
記
事
を
、
い
か
に
読
む
か
に
尽
き
る
。
議
論
は
ふ
り
だ
し
、
す
な
わ
ち

歴
代
守
護
の
在
任
を
め
ぐ
る
検
証
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

)

。

10

(

１)

佐
藤
進
一
『
増
補

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究

―
諸
国
守
護
沿
革
考
証
編

―
』(

東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
七
一
年
、
初
出
一
九
四
八
年)

。

(

２)

佐
藤
進
一
「
鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
制
化
に
つ
い
て
」(

同
『
日
本
中
世
史
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

〇
年
。
初
出
一
九
五
五
年)

。

(

３)

佐
藤
進
一
『
増
補

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』(

前
掲)

。
以
下
、
佐
藤
の
指
摘
は
、
こ
れ
に
よ

る
。

(

４)

石
井
進
「
鎌
倉
幕
府
と
国
衙
と
の
関
係
の
研
究
」(

『
石
井
進
著
作
集

第
一
巻

日
本
中
世
国
家
史

の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。
初
出
一
九
五
七
～
六
八
年)

。

(

５)

『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』
『
若
狭
国
今
富
名
領
主
次
第
』(

『
群
書
類
従

第
四
輯

補
任
部
』)
。

(

６)

石
井
進
「
鎌
倉
幕
府
と
国
衙
と
の
関
係
の
研
究
」(

前
掲)

。
同
「
鎌
倉
時
代
「
守
護
領
」
研
究
序

説
」(

『
石
井
進
著
作
集

第
二
巻

鎌
倉
幕
府
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。
初
出
一
九
六
七
年)

。

以
下
、
石
井
の
指
摘
は
、
こ
れ
ら
に
よ
る
。

(

７)

秋
山
哲
雄
「
若
狭
国
守
護
職
を
め
ぐ
っ
て
」(

同
『
北
条
氏
権
力
と
都
市
鎌
倉
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
六
年
。
初
出
二
〇
〇
〇
年)

。
以
下
、
秋
山
の
指
摘
は
、
特
記
せ
ぬ
か
ぎ
り
、
こ
れ
に
よ
る
。

(

８)

熊
谷
隆
之
「
播
磨
国
守
護
領
の
形
成
過
程
」(

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
四
号
、
二
〇
〇
三
年)

。

(

９)

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
展
開
と
守
護
」(

『
日
本
史
研
究
』
五
四
七
号
、
二
〇
〇
八
年)

。

(
)

な
お
、
国
別
の
守
護
任
免
の
再
検
証
を
試
み
た
近
時
の
成
果
と
し
て
、
伊
藤
邦
彦
『
鎌
倉
幕
府
守
護

10の
基
礎
的
研
究
【
国
別
考
証
編
】
』(

岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年)

が
あ
る
。
以
下
、
伊
藤
の
指
摘
は
、
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同
著
の
各
国
の
項
に
よ
る
。

一

北
条
氏
以
前

ま
ず
、
『
守
護
職
次
第
』
は
、
表
題
に
続
き
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

【
史
料
１
】
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』(

部
分)

一
、
右
大
将
頼
朝
御
代

(

源)

津
々
見
右
衛
門
次
郎
忠
季
、
守
護
領
当
保
一
円
知
・

行
之
一

。
建
久
七
年
九
月
一
日
、
守
護
本
下
司

(

若
狭)

[

領
脱]

稲
庭
権
守
時
定
跡
拝
・

領
之
一

。
但
正
治
御
下
知
、
遠
敷
郡
幷
三
方
郡
、
此
内
十
六
箇
所
、
藤
民
部

[

葉]

大
夫
行
光
朝
臣
、
建
仁
三
年
十
二
月
廿
二
日
雖
レ

給
レ

之
、
元
久
元
年
八
月
廿
九
日
、
忠
季
返
・

給

(

二
階
堂)

之
一

了
。
又
於
二

遠
敷
郡
内
九
箇
所
一

者
、
左
兵
衛
尉
藤
原
家
長
、
建
仁
三
年
十
二
月
廿
二
日
給
レ

之
。

(

中
条)

雖
レ

然
、
忠
季
後
年
ニ

還
補
了
。
年
紀
不
レ
知
。

佐
藤
進
一
は
、
【
史
料
１
】
の
冒
頭
に
つ
い
て
、
稲
葉
時
定
か
ら
没
収
し
た
所
領
を
、
若
狭
忠
季
が
守

護
領
と
し
て
拝
領
し
た
も
の
と
解
し
、
建
久
七
年(

一
一
九
六)
六
月
に
若
狭
国
御
家
人
交
名
が
注
進
さ
れ

(

１)

、
後
年
の
史
料
に
「
当
地
頭
親
父
若
狭
次
郎
兵
衛
尉
忠
季
、
建
久
六
年
補
・

任
当
国
守
護
一

」
と
あ
る

こ
と
か
ら(

２)

、
こ
れ
を
忠
季
の
守
護
補
任
と
み
な
す
。

こ
れ
に
対
し
、
【
史
料
１
】
の
後
半
は
、
建
仁
三
年(

一
二
〇
三)

一
二
月
、
二
階
堂
行
光
と
中
条
家
長

が
稲
葉
時
定
の
旧
領
を
拝
領
し
、
元
久
元
年(

一
二
〇
四)

八
月
に
行
光
分
、
後
年
に
家
長
分
が
若
狭
忠
季

に
返
還
さ
れ
た
旨
を
記
す
。
佐
藤
進
一
は
、
建
仁
三
年
九
月
の
比
企
氏
の
乱
に
連
座
し
て
、
若
狭
忠
季
が

守
護
を
改
替
さ
れ
た
と
推
定
し
、
ま
た
、
後
年
の
史
料
に
「
承
久
二
年
、
次
郎
兵
衛
入
道
忠
季
。

守
護
・
地

頭
共
以
返
・

給
之
一

。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら(

３)

、
承
久
二
年(

一
二
二
〇)

の
守
護
還
補
を
推
測
す
る
。

『
守
護
職
次
第
』
の
記
事
が
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
若
狭
忠
季
を
最
初
の
守
護
と
み
な
す
通
説

も
、
そ
の
ま
ま
認
め
う
る
。
だ
が
、
に
わ
か
に
は
首
肯
し
が
た
い
面
も
あ
る
。

『
守
護
職
次
第
』
の
記
事
は
、
歴
代
の
守
護
を
列
挙
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
稲
葉
時
定
の
旧
領
た

る
「
守
護
領
」
の
伝
領
過
程
を
記
録
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
稲
葉
時
定
の

旧
領
が
、
当
初
か
ら
「
守
護
領
」
で
あ
っ
た
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
後
代
に
「
守
護
領
」
と
し
て
確
立
す
る
こ

と
に
な
る
そ
れ
ら
を
、
そ
の
ま
ま
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
守
護
領
」
と
表
現
し
た
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

『
守
護
職
次
第
』
の
い
う
「
守
護
領
」
の
伝
領
は
、
必
ず
し
も
守
護
在
任
を
意
味
し
な
い
。

そ
し
て
、
前
述
の
ご
と
く
、
建
久
六
年(

一
一
九
五)

と
承
久
二
年(

一
二
二
〇)

に
、
若
狭
忠
季
が
守
護

に
補
任
さ
れ
た
と
明
記
す
る
の
は
、
後
代
の
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
守
護
在
任
の
確
証
と
は

い
え
ぬ
。
ま
た
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
ご
と
く
、
北
陸
道
へ
の
守
護
制
度
の
導
入
に
は
、
別
に
考
慮
す
べ
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き
問
題
も
あ
る
。
若
狭
忠
季
の
在
職
を
認
め
る
に
は
、
な
お
慎
重
で
あ
り
た
い
。

次
に
、
『
守
護
職
次
第
』
の
続
き
を
、
佐
藤
進
一
が
あ
げ
る
関
連
史
料
と
と
も
に
掲
げ
る
。

【
史
料
２
】
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』(

部
分)

一
、
権
大
夫
義
時
朝
臣
御
分
国

(
北
条)

次
郎
兵
衛
忠
季
子
息
三
郎
兵
衛
忠
時
、
承
久
三
年
、
安
堵
御
下
知
給
レ

之
、
至
二

于
安
貞
二
年
一

拝
・

(

若
狭)

領
之
一

。
治
七
箇
年
。

【
史
料
３
】
「
島
津
家
文
書
」
承
久
三
年
七
月
一
二
日
、
北
条
泰
時
書
状
案(

４)

し
ま
つ
の
三
郎
兵
衛
尉
、
と
ゝ
の
い
く
さ
て
ん
の
き
や
仕
て
候
上
に
、
人
〳
〵
い
つ
も
へ
し
た
い
を

[

島

津

]
[

度

々]
[

戦

]
(

マ

マ

)
[

出

雲

]
[

次

第

]

申
候
と
こ
ろ
に
、
い
つ
も
へ
も
ま
か
り
下
候
也
。
あ
り
か
た
く
、
き
う
〳
〵
し
く
み
へ
候
し
に
て
候

[

出

雲

]
[

罷

]
[

有

難

]
[

見]

也
。
便
宜
の
時
は
、
可
下

令
レ

入
二

見
参
一

給
上

候
。
し
さ
い
は
お
り
か
み
に
見
え
て
候
也
。
恐
々
謹
言
。

[

子

細

]
[

折

紙

]

承
久
三
年七

月
十
二
日

武
蔵
守
在
判

(

北
条
泰
時)

藤
内
左
衛
門
尉
殿

逐
申わ

か
さ
の
国
中
も
ん
く
わ
む
両
の
候
を
ハ
、
三
郎
兵
衛
尉
に
、
関
東
御
せ
い
は
い
の
ほ
と
ハ
と

[

若

狭

]
[

没

官

領

]
[

成

敗

]

申
て
、
申
付
候
了
。
し
る
し
ふ
み
を
あ
い
く
し
て
令
レ

進
候
。
わ
か
さ
の
兵
衛
入
道
か
あ
と
を

[

注

文

]
[

相

具

]
[

若

狭

]
(

忠
季)

[

跡

]

ハ
、
こ
け
あ
ん
と
の
御
下
文
を
給
て
候
ヘ
ハ
、
そ
の
ほ
か
の
も
ん
く
わ
ん
の
両
候
を
、
申
付
て

[

後

家

安

堵

]
[

没

官

領

]

候
也
。
す
こ
な
ん
と
も
た
う
し
ハ
申
付
候
了
。

[

守

護]
[

当

時

]

承
久
三
年(

一
二
二
一)

六
月
、
若
狭
忠
季
は
承
久
の
乱
で
幕
府
方
と
し
て
戦
死
す
る(
５)
。
佐
藤
進
一

は
、
【
史
料
３
】
追
而
書
の
部
分
か
ら
、
若
狭
忠
季
の
遺
領
が
後
家
に
安
堵
さ
れ
る
一
方
、
守
護
の
地
位

は
、
若
狭
忠
季
の
子
息
「
三
郎
兵
衛
尉
」
こ
と
島
津
忠
時
に
与
え
ら
れ
た
と
理
解
し
た
。

、
、

だ
が
、
若
狭
氏
の
子
息
が
島
津
氏
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
面
妖
で
あ
る
。
こ
の
佐
藤
説
は
、
田
中
稔

の
指
摘
に
起
因
す
る(

６)

。

【
島
津
・
若
狭
氏
略
系
図
】

島
津
忠
久

忠
義(

の
ち
忠
時)

若
狭
忠
季

忠
時

「
島
津
家
文
書
」
に
は
「
三
郎
兵
衛
尉
」
島
津
忠
義
が
散
見
す
る
。
同
家
伝
来
の
系
図
に
よ
る
と
、
忠
義

は
島
津
忠
久
の
嫡
子
で
「
改
二

忠
時
一

」
と
あ
る(

７)

。
田
中
稔
は
、
こ
の
島
津
忠
義
の
存
在
や
、
若
狭
忠

季
と
島
津
忠
久
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
か
ら(

８)

、
島
津
忠
久
・
忠
義
、
若
狭
忠
季
・
忠
時
の
系
譜
関
係
に

疑
問
を
も
ち
、
【
史
料
２
】
の
「
三
郎
兵
衛
忠
時
」
こ
と
若
狭
忠
時
が
、
島
津
忠
久
・
若
狭
忠
季
の
い
ず

、
、

れ
か
と
猶
子
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
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「
三
郎
兵
衛
」
な
る
通
称
や
「
忠
時
」
と
い
う
実
名
が
一
致
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
【
史
料
３
】
本
文
冒
頭

に
「
し
ま
つ
の
三
郎
兵
衛
尉
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
若
狭
忠
時
と
島
津
忠
義
を
同
一
人
物
と
理
解
す
る

[
島

津

]

誘
因
と
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
理
解
は
、
網
野
善
彦
以
下
、
近
年
の
研
究
ま
で
踏
襲
さ
れ

て
い
る(

９)

。

だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
両
人
に
上
記
以
外
の
接
点
は
な
く
、
若
狭
忠
季
・
忠
時
と
、
島
津
忠
久
・
忠

義
の
父
子
関
係
は
、
若
狭
国
と
島
津
氏
の
関
係
史
料
、
そ
れ
ぞ
れ
で
一
貫
す
る
。
そ
の
実
、
若
狭
忠
時
と

島
津
忠
義
は
、
別
人
と
み
な
す
の
が
、
も
っ
と
も
単
純
明
快
な
解
釈
で
あ
る
。

結
果
、
若
狭
忠
季
の
死
後
、
そ
の
地
位
が
子
息
の
島
津
忠
時
に
継
承
さ
れ
た
と
す
る
佐
藤
進
一
の
指
摘

、
、

は
、
子
息
の
若
狭
忠
時
に
継
承
さ
れ
た
と
読
み
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
【
史
料
３
】
追

、
、

而
書
に
み
え
る
「
三
郎
兵
衛
尉
」
が
、
若
狭
忠
時
を
さ
す
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
た
吟
味
を
要
す
る
。

【
史
料
３
】
追
而
書
の
「
三
郎
兵
衛
尉
」
は
、
文
中
に
若
狭
忠
季
が
登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
、
忠
季
子
息

の
若
狭
忠
時(

佐
藤
進
一
説
で
は
島
津
忠
時)

の
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
前
述
の
ご
と
く
【
史

料
３
】
本
文
冒
頭
に
は
「
し
ま
つ
の
三
郎
兵
衛
尉
」
と
あ
る
。
す
な
お
に
読
め
ば
、
彼
こ
そ
島
津
忠
久
の

[

島

津

]

子
息
、
島
津
忠
義
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

だ
と
す
れ
ば
、
【
史
料
３
】
を
め
ぐ
る
理
解
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
、
や
や
異
な
る
も
の
と
な
る
。
佐
藤

進
一
の
人
名
比
定
は
と
も
か
く
、
文
意
解
釈
を
そ
の
ま
ま
生
か
せ
ば
、
承
久
の
乱
後
、
若
狭
国
の
没
官
領

を
注
進
し
、
同
国
の
「
す
こ
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
若
狭
忠
季
の
跡
を
継
い
だ
子
息
若
狭
忠
時
で

[

守

護]

は
な
く
、
島
津
忠
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

乱
後
ま
も
な
い
承
久
三
年(

一
二
二
一)

七
月
、
島
津
忠
久
は
、
若
狭
国
に
隣
接
す
る
越
前
国
の
守
護
に

補
任
さ
れ
、
「
島
津
家
文
書
」
に
は
、
そ
の
際
の
補
任
状
が
現
存
す
る(

)

。
そ
し
て
、
同
じ
こ
ろ
、
子

10

息
忠
義
は
、
同
国
内
を
は
じ
め
と
す
る
各
所
の
地
頭
職
を
拝
領
し
て
い
る(

)

。
佐
藤
進
一
の
い
う
ご
と

11

く
、
【
史
料
３
】
の
「
す
こ
」
が
守
護
就
任
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
島
津
忠
義
は
乱
後
、
父
が
守
護
を

[

守

護]

務
め
る
越
前
国
の
隣
、
若
狭
国
の
守
護
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
先
述
の
ご
と
く
「
島
津
家
文
書
」
に
は
、
越
前
国
の
守
護
補
任
状
が
残
る
一
方
で
、
若
狭
国
の

そ
れ
は
現
存
せ
ず
、
島
津
忠
久
か
ら
忠
義
に
越
前
国
守
護
職
が
譲
ら
れ
た
際
の
文
書
に
も
、
若
狭
国
守
護

職
は
み
え
ぬ(

)

。
そ
し
て
、
や
が
て
越
前
国
守
護
職
が
島
津
氏
の
手
を
離
れ
た
の
ち
、
島
津
氏
は
そ
の

12

回
復
を
企
図
し
て
い
る
の
に
対
し(

)

、
若
狭
国
守
護
職
に
関
す
る
そ
う
し
た
形
跡
は
、
い
っ
さ
い
確
認

13

で
き
な
い
。
「
す
こ
」
は
、
乱
後
の
没
官
領
注
進
や
治
安
維
持
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
く
、

[

守

護]

結
局
、
【
史
料
３
】
は
、
若
狭
忠
時
は
お
ろ
か
、
島
津
忠
義
が
若
狭
国
守
護
に
在
任
し
た
明
証
と
も
な
り

え
な
い
の
で
あ
る(

)

。

14
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そ
れ
で
は
、
こ
の
間
の
守
護
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
も
と
よ
り
、
筆
者
は
、

通
説
ど
お
り
の
理
解
を
、
ま
っ
た
く
否
定
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
守
護
職
次
第
』
の
記
載

に
沿
っ
て
、
建
久
七
年(

一
一
九
六)

前
後
に
若
狭
忠
季
が
守
護
補
任
と
と
も
に
「
守
護
領
」
を
獲
得
す
る

も
、
建
仁
三
年(
一
二
〇
三)

の
比
企
氏
の
乱
で
罷
免
さ
れ
、
「
守
護
領
」
も
没
収
。
そ
の
後
、
「
守
護

領
」
が
二
階
堂
行
光
・
中
条
家
長
に
分
割
さ
れ
た
間
の
守
護
は
不
明
と
し
、
承
久
二
年(

一
二
二
〇)

に
若

狭
忠
季
に
還
補
さ
れ
た
と
す
る
理
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
守
護
職
次
第
』
は
、
歴
代
守
護
よ
り
も
「
守
護
領
」
の
伝
領
過
程
を
記
録
す
る
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
、
守
護
補
任
を
明
記
す
る
の
は
、
後
代
の
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
守
護
在
任
の
確
証
た
り

え
ぬ
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
間
の
守
護
を
推
測
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
材
料
は
、
【
史
料
２
】
の
「
一
、
権
大
夫
義
時
朝
臣
御
分

(

北
条)

国
」
の
一
行
で
あ
る
。
佐
藤
進
一
は
、
若
狭
忠
季
が
失
脚
し
た
建
仁
三
年
～
承
久
二
年
の
間
、
な
い
し
は

そ
の
間
の
一
時
期
に
、
北
条
義
時
が
守
護
で
あ
っ
た
可
能
性
に
ふ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
秋
山
哲
雄
は
、

こ
れ
以
後
に
は
じ
ま
る
得
宗
支
配
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
、
事
実
に
反
し
て
義
時

の
在
職
を
記
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

次
章
の
検
討
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
秋
山
哲
雄
の
指
摘
は
首
肯
し
う
る
。
だ
が
、
か
と
い
っ
て
、
若
狭
忠

季
・
忠
時
が
在
職
し
た
確
証
も
な
い
。
い
ず
れ
も
、
承
久
の
乱
以
前
に
お
け
る
守
護
在
任
の
明
証
た
り
え

ぬ
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(

１)

「
東
寺
百
合
文
書
」
ホ
函
四
―
五
、
建
久
七
年
六
月
日
、
若
狭
国
御
家
人
注
進
状
案(
『
鎌
倉
遺

文
』
二
巻
八
五
四
号)

。

(

２)

「
東
寺
百
合
文
書
」
エ
函
九
、
文
永
六
年
八
月
二
日
、
若
狭
国
太
良
荘
雑
掌
重
申
状
案(

『
鎌
倉
遺

文
』
一
四
巻
一
〇
四
六
七
号)

。

(

３)

同
前
。

(

４)

「
島
津
家
文
書
」
承
久
三
年
七
月
一
二
日
、
北
条
泰
時
書
状
案(

『
鎌
倉
遺
文
』
五
巻
二
七
六
六
号)

。

(

５)

『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
六
月
一
八
日
条(

『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
本)

。

(

６)

田
中
稔
「
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
一
考
察

―
若
狭
国
の
地
頭
、
御
家
人
を
中
心
と
し
て

―
」

(

同
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
。
初
出
一
九
六
〇
年)

。
以
下
、

田
中
の
指
摘
は
こ
れ
に
よ
る
。

(

７)

「
島
津
家
文
書
」
年
月
日
未
詳
、
信
濃
国
太
田
荘
相
伝
系
図(

『
鎌
倉
遺
文
』
五
巻
三
三
八
七
号)

。

(

８)

『
島
津
系
図
』(

『
続
群
書
類
従

第
五
輯
上

系
図
部
』)

。
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(
９)
網
野
善
彦
「
承
久
の
乱
後
の
越
前
・
若
狭
」(

『
福
井
県
史

通
史
編
２

中
世
』
第
一
章
第
三
節
、

福
井
県
、
一
九
九
四
年)

。
以
下
、
網
野
の
指
摘
は
、
こ
れ
に
よ
る
。
伊
藤
邦
彦
『
鎌
倉
幕
府
守
護
の
基

礎
的
研
究
【
国
別
考
証
編
】
』(

前
掲
）
若
狭
の
項
。

(
)

「
島
津
家
文
書
」
承
久
三
年
七
月
一
二
日
、
関
東
下
知
状(

『
鎌
倉
遺
文
』
五
巻
二
七
六
四
号)

。

10

(
)

「
島
津
家
文
書
」
承
久
三
年
八
月
二
五
日
、
関
東
下
知
状(

『
鎌
倉
遺
文
』
五
巻
二
八
一
一
号)

。

11「
島
津
家
文
書
」
承
久
三
年
閏
一
〇
月
一
五
日
、
関
東
下
知
状(

『
鎌
倉
遺
文
』
五
巻
二
八
七
六
号)

。

(
)

「
島
津
家
文
書
」
嘉
禄
三
年
一
〇
月
一
〇
日
、
九
条
頼
経
袖
判
下
文(

『
鎌
倉
遺
文
』
六
巻
三
六
七
〇

12号)

。

(
)

「
島
津
家
文
書
」
元
亨
元
年
九
月
六
日
、
道
義

島
津

忠
宗

置
文(

『
鎌
倉
遺
文
』
三
六
巻
二
七
八
五
七
号)

。

13

(
)

網
野
善
彦
は
、
嘉
禄
三
年(

一
二
二
七)

一
〇
月
、
若
狭
国
守
護
の
島
津
忠
時
が
、
父
忠
久
か
ら
越
前

14国
守
護
職
を
譲
ら
れ
、
両
国
の
守
護
を
兼
帯
し
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
佐
藤
進
一
の
説
を
う
け
た
も

の
と
み
ら
れ
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
佐
藤
の
い
う
島
津
忠
時
は
、
若
狭
忠
時
で
あ
り
、
越
前
国
守
護

職
を
譲
ら
れ
た
島
津
忠
義
と
は
、
別
人
で
あ
る
。
な
お
、
近
時
の
伊
藤
邦
彦
の
研
究
に
も
、
網
野
と
同

様
の
指
摘
が
あ
る
。二

北
条
時
氏
～
経
時

次
に
、
『
守
護
職
次
第
』
の
続
き
を
、
前
掲
部
分
も
ふ
く
め
て
掲
げ
る
。

【
史
料
４
】
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』(

部
分)

一
、
権
大
夫
義
時
朝
臣
御
分
国

(

北
条)

次
郎
兵
衛
忠
季
子
息
三
郎
兵
衛
忠
時
、
承
久
三
年
、
安
堵
御
下
知
給
レ

之
、
至
二

于
安
貞
二
年
一

拝
・

領
之
一

。
治
七
箇
年
。

一
、
修
理
亮
殿
御
分
国
泰
時
。

(

北
条
時
氏)

(

衍)

自
二

安
貞
二
年
一

、
至
二

寛
喜
元
年
一

御
・

拝-

領
之
一

。(

中
略
）
治
四
ヶ
年
。

一
、
中
武
蔵
守
殿
御
分
国
経
時
。

(

北
条
経
時)

暫
御
・

拝-

領
之
一

。

一
、
陸
奥
守
重
時
朝
臣

六
波
羅
北
殿
。

号
二

極
楽
寺
殿
一

。

(

北
条)

自
二

寛
喜
三
年
一

御
・

拝-

領
之
一

。(

中
略
）
但
守
護
領
佐
分
郷
・
西
津
・
開
発
計
也
。
於
二

残
員
所

々
一

者
、
中
武
蔵
守
殿
御
・

拝-

領
之
一

。(

後
略)

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
矛
盾
も
多
い
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
齟
齬
を
き
た

す
『
領
主
次
第
』
の
記
事
を
掲
げ
る
。
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【
史
料
５
】
『
若
狭
国
今
富
名
領
主
次
第
』(

部
分)

一
、
多
田
三
郎
兵
衛
尉
忠
時

た
ゞ
す
ゑ
入
道
の

ち
や
く
し
な
り
。

(

若
狭)

承
久
三
年
七
月
よ
り
寛
喜
二
年
六
月
ま
で
。

(

中
略)

此
た
ゞ
と
き
は
、
寛
喜
元
年
に
在
京
の
時
、
陰
陽
頭
を
殺
害
す
る
に
よ
り
て
所
領
を
め
さ
る
ゝ
時
、

[

忠

時

]
[

召]

税
所
今
富
名
は
武
蔵
守
経
時
御
拝
領
。(

中
略)

(

北
条)

一
、
修
理
亮
殿

(

北
条
時
氏)

寛
喜
二
年
六
月
よ
り
同
三
年
五
月
ま
で
。

(

中
略)

一
、
武
蔵
守
経
時

于
レ

時
藻

上
御
前
。

(

北
条)

寛
喜
三
年
十
二
月
よ
り
寛
元
四
年
四
月
ま
で
。
関
東
御
内
御
領
に
な
る
は
じ
め
な
り
。

(

後
略)

【
史
料
４
・
５
】
の
記
事
中
、
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
の
は
、
承
久
三
年(

一
二
二
一)

七
月
の
若
狭
忠
時

に
よ
る
父
忠
季
跡
の
相
伝
と
、
寛
元
四
年(

一
二
四
六)

四
月
の
北
条
経
時
の
没
で
あ
る(

１)

。
だ
が
、
他

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
両
史
料
が
記
す
各
年
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
錯
誤
を
交
え
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
淵
源
を
も
つ

に
ち
が
い
な
い
。
以
下
、
両
史
料
に
み
え
る
年
代
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
事
実
関
係
の
整
序
を
試
み
る
。

【
北
条
氏
得
宗
流
略
系
図
】

北
条
義
時

泰
時

時
氏

経
時

時
頼

時
宗

ま
ず
、
田
中
稔
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
条
時
氏
は
寛
喜
二
年(

一
二
三
〇)

六
月
に
没
す
る
の
で
、

【
史
料
５
】
時
氏
の
項
が
記
す
同
月
の
今
富
名
拝
領
に
は
、
明
ら
か
に
誤
り
が
あ
る
。
田
中
は
、
寛
喜
二

年
六
月
ま
で
北
条
時
氏
が
領
有
し
、
同
月
以
降
、
経
時
が
相
伝
し
た
と
推
測
す
る
。

寛
喜
元
年
、
若
狭
忠
時
の
陰
陽
頭
殺
害
に
よ
り
没
収
さ
れ
た
今
富
名
を
、
ま
も
な
く
北
条
時
氏
が
拝
領

し
、
時
氏
が
没
し
た
寛
喜
二
年
六
月
に
嫡
子
経
時
が
相
続
し
た
と
考
え
れ
ば
、
「
所
領
を
め
さ
る
ゝ
時
、

[

召]

税
所
今
富
名
は
武
蔵
守
経
時
御
拝
領
。
」
の
一
文
も
、
や
や
飛
躍
が
あ
る
に
せ
よ
、
よ
り
自
然
な
流
れ
で

(

北
条)

理
解
で
き
る
。
【
史
料
５
】
若
狭
忠
時
の
項
は
、
忠
時
と
時
氏
の
領
有
期
を
混
一
し
て
記
し
、
逆
に
【
史

料
５
】
時
氏
・
経
時
の
項
は
、
経
時
の
領
有
期
を
二
項
に
分
け
て
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
【
史
料
４
】
時
氏
の
項
に
み
え
る
年
次
の
う
ち
、
寛
喜
元
年
は
【
史
料
５
】
若
狭
忠
時
の
項
で

い
う
陰
陽
頭
殺
害
の
年
と
一
致
す
る
。
「
所
領
を
め
さ
る
ゝ
時
、
税
所
今
富
名
は
武
蔵
守
経
時
御
拝

[

召]
(

北
条)
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領
。
」
と
い
う
情
報
が
、
【
史
料
４
】
で
は
経
時
期
の
上
限
年
代
、
つ
ま
り
時
氏
の
項
の
下
限
年
代
と
し

て
反
映
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
【
史
料
４
・
５
】
は
、
い
ず
れ
も
寛
喜
二
年
六
月
に
時
氏

が
没
し
た
事
実
を
認
識
し
て
い
な
い
。
た
め
に
、
【
史
料
４
】
経
時
の
項
は
「
暫
御
・

拝-

領
之
一

。
」
と
、

模
糊
と
し
て
記
載
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

続
く
【
史
料
４
】
重
時
の
項
は
、
寛
喜
三
年
の
重
時
の
守
護
就
任
を
記
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
【
史

料
５
】
時
氏
・
経
時
の
項
に
み
え
る
寛
喜
三
年
五
月
、
な
い
し
は
同
年
一
二
月
と
対
応
す
る
。
先
述
の
ご

と
く
【
史
料
５
】
時
氏
・
経
時
の
項
は
、
経
時
の
領
有
期
を
二
項
に
分
け
て
記
し
て
い
る
。
時
氏
の
没
年

が
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
重
時
の
守
護
就
任
に
よ
り
、
守
護
職
と
今
富
名
の
知
行
者
が
別
人

に
な
っ
た
こ
と
が
、
か
か
る
混
乱
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
、
【
史
料
４
・
５
】
が
記
す
承
久
三
年(
一
二
二
一)

、
寛
喜
元
年(

一
二
二
九)

、
寛
喜
二
年
、

寛
喜
三
年
、
寛
元
四
年(

一
二
四
六)

と
い
う
各
年
次
の
も
つ
意
味
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
る
は
、

【
史
料
４
】
義
時
・
時
氏
の
項
が
記
す
、
安
貞
二
年(

一
二
二
八)

で
あ
る
。
こ
の
年
次
は
、
守
護
職
の
伝

領
を
記
す
【
史
料
４
】
の
み
に
登
場
し
、
今
富
名
の
相
伝
に
関
す
る
【
史
料
５
】
と
の
関
係
か
ら
説
明
が

で
き
ぬ
。
逆
に
い
え
ば
、
今
富
名
と
の
関
係
か
ら
説
明
の
つ
か
ぬ
安
貞
二
年
こ
そ
は
、
守
護
職
の
み
に
か

か
わ
る
年
次
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
【
史
料
４
】
の
記
す
と
お
り
、
北
条
時
氏
が
守
護
に
就
任
し
た
年
だ
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

か
く
し
て
安
貞
二
年(

一
二
二
八)

、
北
条
時
氏
が
守
護
に
就
任
。
寛
喜
元
年(

一
二
二
九)

、
若
狭
忠
時

が
陰
陽
頭
を
殺
害
し
た
か
ど
で
今
富
名
を
没
収
さ
れ
て
、
ほ
ど
な
く
守
護
北
条
時
氏
が
そ
れ
を
拝
領
し
、

、
、

寛
喜
二
年
六
月
に
没
。
北
条
経
時
が
守
護
職
と
今
富
名
を
と
も
に
相
続
す
る
も
、
寛
喜
三
年
、
今
富
名
の

伝
領
と
は
別
に
、
北
条
重
時
が
守
護
に
就
任
し
、
か
た
や
北
条
経
時
は
、
寛
元
四
年(

一
二
四
六)
四
月
に

没
す
る
ま
で
、
今
富
名
を
伝
領
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(

１)

以
下
、
北
条
氏
一
門
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
細
川
重
男
「
鎌
倉
政
権
上
級
職
員
表(

基
礎
表)

」(

同

『
鎌
倉
政
権
得
宗
専
制
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年)

、
北
条
氏
研
究
会
編
『
北
条
氏
系
譜
人
名
辞

典
』(

新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年)

。

三

北
条
重
時
～
時
茂

続
い
て
、
北
条
重
時
以
降
の
守
護
在
職
状
況
を
み
る
。
『
守
護
職
次
第
』
の
こ
れ
以
降
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
細
部
は
さ
て
お
き
、
上
述
し
て
き
た
部
分
ほ
ど
の
誤
謬
は
な
い
こ
と
、
先
学
が
分
析
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
以
下
で
は
、
守
護
職
の
伝
領
過
程
を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
を
考
察
す
る
。
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【
史
料
６
】
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』(

部
分)

一
、
陸
奥
守
重
時
朝
臣

六
波
羅
北
殿
。

号
二

極
楽
寺
殿
一

。

(

北
条)

自
二

寛
喜
三
年
一

御
・

拝-

領
之
一

。(

中
略
）
但
守
護
領
佐
分
郷
・
西
津
・
開
発
計
也
。
於
二

残
員
所

々
一

者
、
中
武
蔵
守
殿
御
・

拝-

領
之
一

。(

中
略)

(
北
条
経
時)

一
、
八
郎
御
曹
司
実
名
不
レ
知
。

正
元
元
年
、
暫
御
・

拝-
領
之
一

。(

中
略
）

一
、
陸
奥
守
時
茂
朝
臣
号
二
北
殿
一
。

(

北
条)

自
二

文
応
元
年
一

、
御
代
官
高
橋
五
郎
右
衛
門
尉
光
重
。(

中
略)

一
、
時
宗
朝
臣
御
分
国
相
模
守
殿
。

(

北
条)

自
二

文
永
八
年
一

、
御
代
官
渋
谷
小
馬
十
郎
恒
重
。(

後
略)

寛
喜
二
年(

一
二
三
〇)

三
月
、
北
条
重
時
は
六
波
羅
探
題
北
方
に
着
任
し(

１)

、
【
史
料
６
】
に
よ
れ

ば
、
寛
喜
三
年
に
若
狭
国
守
護
に
就
任
す
る
。

【
史
料
６
】
に
よ
る
と
、
重
時
に
続
い
て
正
元
元
年(

一
二
五
九)
に
就
任
す
る
の
は
「
八
郎
御
曹
司
実
名

不
レ
知
。

」
で
あ
る
。
宝
治
元
年(

一
二
四
七)

七
月
、
重
時
は
、
六
波
羅
北
方
を
嫡
子
長
時
に
譲
っ
て
東
下

し
た
の
ち
も
、
守
護
に
在
職
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

「
八
郎
御
曹
司
」
に
つ
い
て
、
佐
藤
進
一
・
田
中
稔
は
、
何
者
か
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
、
秋
山
哲
雄

は
、
こ
の
間
、
北
条
時
氏
・
重
時
・
時
茂
と
い
っ
た
六
波
羅
北
方
が
守
護
に
在
任
し
た
こ
と
か
ら
、
正
元

元
年
当
時
、
六
波
羅
北
方
で
あ
っ
た
時
茂
の
弟
で
あ
る
可
能
性
と
、
「
八
郎
」
は
「
三
郎
」
の
誤
写
で
時

茂
本
人
を
さ
す
可
能
性
を
併
記
す
る
。

「
八
郎
御
曹
司
」
を
重
時
流
の
子
弟
と
推
定
す
る
こ
と
に
、
異
論
は
な
い
。
そ
こ
で
、
一
人
の
名
を
あ
げ

る
。
重
時
の
孫
長
重
で
あ
る
。

【
北
条
氏
重
時
流
略
系
図
】

北
条
義
時

重
時

為
時

長
重

太
郎

八
郎

長
時

義
宗

久
時

次
郎時

茂

時
範

三
郎業

時

七
郎忠

時

十
郎

長
重
の
父
為
時
は
、
系
図
に
よ
っ
て
は
時
継
と
も
み
え(

２)

、
野
津
本
『
北
条
系
図
』
に
「
物
狂
。
苅

田
時
継
改
。
」(

３)

、
群
書
類
従
本
『
北
条
系
図
』
に
「
太
郎
。
早
世
。
」
と
あ
り(

４)

、
前
田
本
『
平

氏
系
図
』
に
は
、
長
時
の
注
記
「
二
」
に
対
し
て
「
一
」
と
記
さ
れ
る(

５)

。
森
幸
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
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に
、
為
時
は
重
時
の
長
男
で
、
嘉
禎
元
年(

一
二
三
五)

一
〇
月
ご
ろ
、
八
歳
で
疱
瘡
に
か
か
っ
て
廃
嫡
さ

れ
、
弟
長
時
が
嫡
子
と
な
る(

６)

。

そ
し
て
、
為
時
の
息
長
重
に
つ
い
て
、
諸
系
図
は
長
子
と
し
て
記
す
一
方
、
野
津
本
『
北
条
系
図
』
は

「
苅
田
八
郎
」
、
前
田
本
『
平
氏
系
図
』
は
「
陸
奥
八
郎
」
、
群
書
類
従
本
『
北
条
系
図
』
や
『
尊
卑
分

脈
』(

７)

は
「
備
前
守
」
と
記
し
、
野
辺
本
『
北
条
氏
系
図
』
に
は
「
次
郎
八
郎
。
後
為
二

祖
父
養
子
一

、

(

マ
マ)

号
二

陸
奥
八
郎
一

。
」
と
あ
る
。
父
為
時
の
病
な
い
し
は
夭
亡
に
よ
り
、
祖
父
重
時
の
養
子
と
な
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
「
陸
奥
八
郎
」
の
「
陸
奥
」
は
、
重
時
の
極
官
で
あ
る
陸
奥
守
に
由
来
す
る
。

重
時
息
の
う
ち
、
「
七
郎
」
業
時
が
生
ま
れ
た
の
は
仁
治
二
年(

一
二
四
一)

ご
ろ
、
「
八
郎
」
と
「
九

郎
」
は
、
長
重
を
除
く
と
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
「
十
郎
」
忠
時
の
生
年
は
建
長
元
年(

一
二
四
九)

で
あ

る
。
長
重
の
父
為
時
は
「
七
郎
」
業
時
の
出
生
時
に
一
四
歳
前
後
、
「
十
郎
」
忠
時
の
生
誕
時
に
二
二
歳
。

こ
の
間
に
「
八
郎
」
長
重
が
生
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
父
為
時
の
年
齢
に
も
、
さ
ほ
ど
の
無
理
は
な
い
。

そ
し
て
、
「
八
郎
御
曹
司
」
が
守
護
に
就
任
し
た
正
元
元
年(

一
二
五
九)

、
「
七
郎
」
業
時
は
一
八
歳

前
後
、
「
十
郎
」
忠
時
は
一
〇
歳
で
あ
る
。
「
八
郎
」
長
重
は
、
一
〇
代
な
か
ば
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ま
さ
に
、
無
位
無
官
の
「
御
曹
司
」
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ほ
ど
な
く
守
護
を
改
替
さ
れ
た
た
め

に
、
実
名
は
【
史
料
６
】
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
八
郎
御
曹
司
」
は
、
北
条
重
時
の
孫
で

養
子
の
長
重
に
比
定
し
う
る
。

続
い
て
【
史
料
６
】
が
記
す
の
は
、
文
応
元
年(

一
二
六
〇)

の
北
条
時
茂
で
あ
る
。
異
本
『
若
狭
国
守

護
職
代
々
系
図
』
は
「
陸
奥
守
時
輔
朝
臣
」
と
す
る
が
、
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
守
護
代
の
顔
ぶ
れ

や
「
号
二
北
殿
一

。
」
の
注
記
か
ら
、
時
茂
が
正
し
い
。
時
茂
は
、
建
長
八
年(

一
二
五
六)

以
来
、
兄
長
時
の

後
任
と
し
て
六
波
羅
北
方
の
任
に
あ
り
、
文
永
七
年(

一
二
七
〇)

正
月
、
在
京
の
ま
ま
没
す
る
。
【
史
料

６
】
は
、
時
茂
の
後
任
北
条
時
宗
の
就
任
を
文
永
八
年
と
記
す
。
以
後
、
貞
時
の
代
の
前
半
ま
で
は
、
得

宗
守
護
国
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
寛
喜
三
年(

一
二
三
一)

に
北
条
重
時
が
守
護
に
就
任
し
て
か
ら
、
子
息
ら
が
そ
の
後
任
を
務
め
、

や
が
て
得
宗
守
護
国
と
な
る
ま
で
を
た
ど
っ
て
き
た
。

か
つ
て
佐
藤
進
一
は
、
若
狭
国
守
護
職
は
北
条
義
時
補
任
以
来
、
代
々
北
条
氏
の
嫡
流
に
伝
え
ら
れ
、

た
と
え
一
門
に
分
賜
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
一
時
の
恩
補
に
と
ど
ま
り
、
職
の
補
任
権
は
つ
ね
に
得
宗
に
留

保
さ
れ
て
い
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
秋
山
哲
雄
は
、
北
条
義
時
の
在
任
に
疑
問
を
も
ち
、
ま
た
、

重
時
流
が
在
職
し
た
事
実
か
ら
、
代
々
の
得
宗
に
伝
領
さ
れ
た
と
す
る
佐
藤
の
評
価
を
批
判
し
た
。
秋
山

の
指
摘
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
首
肯
し
う
る
。

だ
が
、
北
条
時
氏
・
重
時
・
時
茂
が
、
い
ず
れ
も
就
任
時
に
六
波
羅
北
方
に
在
職
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
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ら
、
こ
の
間
は
北
方
が
終
生
在
任
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
と
す
る
秋
山
の
評
価
に
は
、
無
理
が
あ
る
。

北
条
重
時
の
東
下
後
、
後
任
の
六
波
羅
北
方
で
嫡
子
の
長
時
は
守
護
に
就
任
せ
ず
、
対
し
て
守
護
で
あ
っ

た
北
条
経
時
・
長
重
は
、
六
波
羅
北
方
を
経
験
し
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
六
波
羅
北

方
が
守
護
を
務
め
た
と
い
う
よ
り
も
、
歴
代
守
護
の
な
か
に
六
波
羅
北
方
経
験
者
が
い
た
と
い
う
の
が
、

相
応
で
あ
る
。

ま
た
、
秋
山
哲
雄
は
、
寛
喜
二
年(

一
二
三
〇)

六
月
に
就
任
し
た
北
条
経
時
が
、
ま
だ
五
歳
の
若
年
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
守
護
在
任
を
疑
問
視
す
る
。
し
か
し
、
父
時
氏
は
夭
亡
し
た
と
は
い
え
、
祖
父

泰
時
は
健
在
ど
こ
ろ
か
、
執
権
と
し
て
幕
府
権
力
の
頂
点
に
い
る
。
時
氏
が
没
し
た
と
す
れ
ば
、
幼
年
で

も
経
時
が
守
護
職
を
相
承
す
る
の
が
、
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。

別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
守
護
の
地
位
は
、
元
来
「
職
」
と
し
て
成
立
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
承
久

の
乱
後
、
二
次
的
に
「
守
護
職
」
と
し
て
確
立
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
守
護
の
地
位
は
、
地
頭
職
な
ど
と

と
も
に
相
伝
さ
れ
る
「
職
」
と
し
て
、
譲
状
な
ど
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る(

８)

。
そ
の
意

味
で
、
た
と
え
幼
年
で
も
、
北
条
時
氏
が
終
生
保
持
し
た
守
護
職
が
嫡
子
経
時
に
伝
え
ら
れ
、
晩
年
ま
で

重
時
の
掌
中
に
あ
っ
た
守
護
職
が
養
子
長
重
へ
譲
ら
れ
た
の
は
、
し
ご
く
当
然
な
こ
と
だ
と
思
う
。

秋
山
哲
雄
は
、
得
宗
権
力
を
過
大
に
評
価
す
る
佐
藤
進
一
以
来
の
研
究
を
批
判
し
、
北
条
氏
に
お
け
る

各
一
門
の
独
自
の
動
向
や
基
盤
の
存
在
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る(

９)
。
秋
山
が
疑
問
視
し
た
経

時
の
就
任
や
、
今
回
、
素
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
長
重
の
就
任
は
、
守
護
職
の
伝
領
が
、
そ
の
当
初
、

各
一
門
の
恣
意
に
か
な
り
の
程
度
、
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
秋
山
が
主
張
す
る
各
一
門

の
独
立
性
を
、
か
え
っ
て
裏
づ
け
る
た
め
の
材
料
と
な
ろ
う
。

だ
が
、
寛
喜
二
年(

一
二
三
〇)

六
月
に
就
任
し
た
北
条
経
時
が
五
歳
の
若
年
で
あ
り
、
翌
寛
喜
三
年
、

北
条
重
時
が
そ
の
後
任
を
襲
っ
た
事
実
は
、
得
宗
を
祖
父
に
も
つ
嫡
孫
で
も
、
幼
年
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

守
護
職
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
経
時
の
守
護
就
任
と
、
ま
も
な
き
改
替
は
、

得
宗
権
力
の
過
大
視
を
相
対
化
す
る
う
え
で
、
む
し
ろ
看
過
で
き
ぬ
事
実
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
様
の
危
機
は
、
重
時
流
を
も
襲
う
。
文
永
七
年(

一
二
七
〇)

正
月
、
時
茂
が
没
す
る
と
、

若
狭
国
守
護
職
は
、
得
宗
時
宗
の
手
に
移
る
。
時
茂
の
没
時
、
嫡
子
時
範
は
、
一
二
歳
の
若
年
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
建
治
三
年(

一
二
七
七)

八
月
、
重
時
の
嫡
孫
義
宗
が
没
し
た
の
ち
、
弘
安
三
年(

一
二
八
〇)

七
月

の
段
階
で
、
九
歳
の
嫡
子
久
時
は
、
父
祖
か
ら
相
承
し
た
河
内
・
摂
津
・
信
濃
・
信
濃
・
紀
伊
・
日
向
国

の
守
護
職
を
兼
帯
し
て
い
た
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
和
泉
・
摂
津
・
紀
伊
国
の
守
護
職
は
、
ま
も
な
く
久

時
の
手
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る(

)

。

10

か
つ
て
北
条
氏
の
各
一
門
が
有
し
た
守
護
職
の
譲
与
を
め
ぐ
る
恣
意
性
は
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
へ
の
対
応



- 13 -

か
ら
「
非
器
」
の
守
護
が
大
規
模
に
改
替
さ
れ
る
趨
勢
の
な
か
、
徐
々
に
縮
小
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
北
条
氏
一
門
以
外
の
外
様
守
護
も
、
同
様
で
あ
る
。
承
久
の
乱
後
、
守
護
が
「
職
」

化
す
る
こ
と
で
、
守
護
職
の
相
伝
を
め
ぐ
る
各
氏
の
自
立
性
は
強
ま
っ
た
と
は
い
え
、
「
非
器
」
な
ど
の

瑕
瑾
が
あ
れ
ば
、
改
替
は
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。
そ
れ
は
、
得
宗
流
の
後
嗣
や
、
そ
れ
に
次
ぐ
家
格
を
有
し
た
重

時
流
の
子
弟
と
て
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(

１)

六
波
羅
探
題
の
北
方
・
南
方
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
隆
之
「
六
波
羅
探
題
任
免
小
考

―
『
六
波
羅
守

護
次
第
』
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て

―
」(

『
史
林
』
八
六
巻
六
号
、
二
〇
〇
三
年)

。

(

２)

『
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
』(

『
中
条
町
史

資
料
編

第
一
巻

考
古
・
古
代
・
中
世
』
中
世
、
２

参
考
資
料)

。
野
辺
本
『
北
条
氏
系
図
』(

『
宮
崎
県
史

史
料
編

中
世
２
』
野
辺
文
書
、
二
五
号)

。

正
宗
寺
本
『
北
条
系
図
』(

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本)

。
(

３)

野
津
本
『
北
条
系
図
』
。
田
中
稔
「
野
津
本
『
北
条
系
図
、
大
友
系
図
』
」(

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
』
五
集
、
一
九
八
五
年)

に
翻
刻
が
あ
る
。

(

４)

群
書
類
従
本
『
北
条
系
図
』(

『
続
群
書
類
従

第
六
輯
上

系
図
部
』)

。
(

５)

前
田
本
『
平
氏
系
図
』
。
細
川
重
男
『
鎌
倉
政
権
得
宗
専
制
論
』(

前
掲)
に
翻
刻
が
あ
る
。

(

６)

森
幸
夫
『
北
条
重
時
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年)

。
『
明
月
記
』
嘉
禎
元
年
一
〇
月
一
六
日
条

(

国
書
刊
行
会
本)

は
、
八
歳
で
死
去
し
た
と
記
す
が
、
森
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
任
官
や
子
息
の
存
在

か
ら
、
誤
報
で
あ
る
。

(

７)

『
尊
卑
分
脈
』
桓
武
平
氏(

『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
本)

。

(

８)

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
展
開
と
守
護
」(

前
掲)

。

(

９)

秋
山
哲
雄
「
北
条
氏
一
門
と
得
宗
政
権
」(

同
『
北
条
氏
権
力
と
都
市
鎌
倉
』[

前
掲]

。
初
出
二
〇
〇

〇
年)

(
)

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
展
開
と
守
護
」(

前
掲)

。

10

四

北
条
時
宗
～
高
時

続
い
て
、
鎌
倉
後
期
の
守
護
職
の
伝
領
過
程
を
た
ど
り
、
そ
こ
か
ら
浮
上
す
る
諸
問
題
を
論
ず
る
。

【
史
料
７
】
『
若
狭
国
守
護
職
次
第
』(

部
分)

一
、
時
宗
朝
臣
御
分
国
相
模
守
殿
。

(

北
条)

自
二

文
永
八
年
一

、
御
代
官
渋
谷
小
馬
十
郎
恒
重
。(

中
略)

一
、
貞
時
朝
臣
御
分
国
号
二
最
勝
園
寺
殿
一
。

(

北
条)
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自
二

弘
安
八
年
一

、
御
代
官
工
藤
右
衛
門
入
道
杲
禅
。

本
杲

暁
。(

中
略)

一
、
駿
河
守
宗
方
朝
臣
六
波
羅
北
殿
。

(

北
条)

自
二

正
安
元
年
一

、
御
代
官
同
左
衛
門
入
道
妙
覚
。(

中
略)

(

工
藤)

一
、
陸
奥
守
宣
時
朝
臣

(
北
条)

自
二

嘉
元
三
年
一

、
御
代
官
渋
谷
十
郎
宗
重
。

一
、
貞
時
朝
臣
御
分
国
最
勝
園
寺
殿
。

自
二

延
慶
二
年
一

、
御
代
官
工
藤
二
郎
右
衛
門
尉
貞
祐
。(

中
略)

一
、
高
時
朝
臣
御
分
国

(

北
条)

自
二

元
亨
四
年
八
月
一

、
御
代
官
小
馬
三
郎
。(

後
略)

【
北
条
氏
得
宗
流
略
系
図
】

北
条
時
頼

時
宗

貞
時

高
時

宗
頼

兼
時

宗
方

【
史
料
７
】
に
よ
る
と
、
文
永
八
年(

一
二
七
一)

の
北
条
時
宗
、
弘
安
八
年(

一
二
八
五)

の
北
条
貞
時
を

経
て
、
正
安
元
年(

一
二
九
九)

に
貞
時
の
従
兄
弟
で
猶
子
の
宗
方
が
守
護
に
就
任
す
る
。
こ
れ
に
さ
き
だ

つ
永
仁
五
年(

一
二
九
七)

七
月
、
宗
方
は
六
波
羅
北
方
に
就
任
し
、
正
安
二
年
一
一
月
に
東
下
、
嘉
元
の

乱
で
誅
殺
さ
れ
る
嘉
元
三
年(

一
三
〇
五)

五
月
ま
で
守
護
に
在
任
す
る
。

そ
れ
に
続
く
の
は
、
嘉
元
三
年
の
北
条
宣
時
。
宣
時
は
、
正
安
三
年
八
月
に
執
権
北
条
貞
時
が
出
家
し

た
際
の
連
署
で
、
と
も
に
出
家
し
て
い
る
。
出
家
し
た
と
は
い
え
、
北
条
氏
一
門
中
の
最
長
老
で
、
依
然
、

得
宗
貞
時
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た(

１)

。
さ
ら
に
、
【
史
料
７
】
に
よ
れ
ば
、
延
慶
二
年(

一
三
〇
九)
、

貞
時
が
守
護
に
復
帰
し
、
以
後
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
ま
で
、
若
狭
国
は
得
宗
守
護
国
と
な
る
。

秋
山
哲
雄
は
、
宗
方
の
就
任
を
、
六
波
羅
北
方
が
守
護
と
な
っ
て
終
生
在
任
す
る
慣
例
の
復
活
と
評
価

し
、
得
宗
が
守
護
国
の
保
持
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
そ
う
し
た
慣
例
と
の
折
衷
を
考
慮
し
、
六
波
羅
北
方

で
あ
り
、
得
宗
の
猶
子
で
も
あ
る
宗
方
が
就
任
し
た
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
秋
山
は
、
宗
方
の
没
落
後
、

六
波
羅
北
方
が
守
護
に
就
任
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
同
時
期
以
降
、
六
波
羅
北
方
は
摂
津
・
播
磨
国

守
護
を
兼
帯
し
て
お
り(

２)

、
得
宗
の
絶
対
的
な
権
勢
に
よ
り
、
若
狭
国
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
と
評
価
す
る
。

だ
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
筆
者
は
、
そ
う
し
た
特
殊
な
慣
例
の
存
在
を
想
定
す
る
必
要
を
認
め
ず
、
む

し
ろ
、
そ
れ
に
よ
る
議
論
の
混
乱
を
危
惧
す
る
。
た
と
え
ば
、
六
波
羅
北
方
に
よ
る
摂
津
・
播
磨
国
の
守

護
兼
帯
と
は
異
な
り
、
六
波
羅
北
方
と
若
狭
国
守
護
職
は
、
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
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い
。
秋
山
の
指
摘
を
う
け
、
北
条
時
茂
以
前
の
若
狭
国
守
護
を
六
波
羅
北
方
の
兼
帯
と
す
る
記
述
も
目
に

す
る
が(
３)

、
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
事
実
に
反
す
る
。

そ
し
て
、
宗
方
が
六
波
羅
北
方
へ
の
着
任
後
、
近
隣
の
得
宗
守
護
国
た
る
若
狭
国
を
拝
領
し
た
と
い
う

か
ぎ
り
で
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
事
に
は
、
い
く
つ
か
の
類
例
が
あ
る
。
第
一
に
、
正
応
六
年(

一
二
九

三)

三
月
、
博
多
に
着
任
し
、
得
宗
貞
時
の
守
護
国
た
る
肥
後
国
を
引
き
継
い
だ
北
条
兼
時(

４)

。
第
二
に
、

永
仁
四
年(

一
二
九
六)

四
月
、
兼
時
の
後
任
と
し
て
博
多
に
着
任
し
、
や
は
り
肥
後
国
を
拝
領
し
た
北
条

実
政
の
例
が
あ
る(

５)

。

兼
時
が
引
き
継
い
だ
肥
後
国
は
、
当
時
、
守
護
正
員
が
ほ
ぼ
完
全
に
下
向
し
て
い
た
鎮
西
で
は
、
唯
一
、

正
員
が
下
向
せ
ぬ
得
宗
守
護
国
で
あ
っ
た
。
兼
時
は
宗
方
の
兄
で
、
宗
方
と
同
じ
く
得
宗
貞
時
の
従
兄
弟
、

か
つ
猶
子
で
あ
る
。
実
政
も
、
博
多
を
離
れ
て
東
下
し
た
兼
時
の
後
任
に
あ
た
る
。
い
ず
れ
も
、
探
題
が

就
任
す
る
に
際
し
、
近
隣
に
着
任
し
た
便
宜
を
も
っ
て
、
隣
国
の
守
護
を
委
ね
た
人
事
の
一
環
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
実
、
近
隣
に
着
任
し
た
便
宜
か
ら
、
隣
国
の
守
護
を
委
ね
る
と
い
う
人
事
は
、
上
述
し

て
き
た
若
狭
国
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
ま
ず
、
北
条
時
氏
が
若
狭
国
守
護
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
北
条

経
時
・
長
重
と
い
う
幼
少
の
相
承
者
の
出
現
、
す
な
わ
ち
「
非
器
」
の
出
来
に
よ
っ
て
、
守
護
職
が
別
の

家
系
に
移
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
跡
を
襲
っ
た
の
は
、
北
条
重
時
・
時
茂
で
あ
る
。
時
氏
・
重
時
・
時
茂
は
、

い
ず
れ
も
就
任
時
に
、
若
狭
国
の
近
隣
、
京
都
で
六
波
羅
北
方
の
任
に
あ
り
、
い
う
な
れ
ば
、
隣
国
に
い

て
守
護
を
担
い
う
る
「
器
用
」
の
者
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
時
氏
は
東
下
後
に
ま
も
な
く
没
す
る
ま
で
、
重
時
は
東
下
後
も
晩
年
ま
で
、
時
茂
は
在
京
の

ま
ま
没
す
る
ま
で
、
守
護
に
在
任
し
た
。
そ
し
て
、
宗
方
も
東
下
後
、
誅
殺
さ
れ
る
ま
で
守
護
に
在
任
す

る
。
こ
れ
も
、
や
は
り
慣
例
以
前
の
問
題
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
守
護
職
は
「
職
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

「
非
器
」
で
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
「
器
用
」
の
者
に
相
伝
さ
れ
る
。
得
宗
貞
時
の
従
兄
弟
、
し
か
も

猶
子
で
、
幕
府
中
枢
の
出
世
階
梯
を
順
調
に
昇
り
続
け
て
い
た
宗
方
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
当
然
の
話
で

あ
る
。

宗
方
が
六
波
羅
北
方
着
任
と
と
も
に
近
隣
の
得
宗
守
護
国
を
拝
領
し
、
終
生
在
任
し
た
こ
と
は
、
秋
山

哲
雄
の
い
う
特
殊
な
慣
例
を
想
定
せ
ず
と
も
、
若
狭
国
に
か
ぎ
ら
ず
、
鎌
倉
期
を
つ
う
じ
て
一
般
的
に
み

ら
れ
る
人
事
の
あ
り
か
た
と
し
て
理
解
で
き
る
。
若
狭
国
守
護
職
は
、
基
本
的
に
は
相
伝
さ
れ
、
と
き
に

「
非
器
」
の
出
来
や
戦
乱
・
政
変
に
際
し
て
「
器
用
」
の
者
に
遷
替
す
る
と
い
う
、
ご
く
一
般
的
な
伝
領

過
程
を
経
た
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
若
狭
国
の
守
護
領
に
つ
い
て
論
及
す
る
。
若
狭
国
守
護
の
地
位
は
、
若
狭
忠
季
・
忠
時
父
子

に
つ
い
て
は
未
確
定
な
部
分
を
残
す
と
は
い
え
、
そ
の
後
は
、
北
条
時
氏
・
経
時(

得
宗
流)

、
北
条
重
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時
・
長
重
・
時
茂(

重
時
流)

、
北
条
時
宗
・
貞
時
・
宗
方(

得
宗
流)

、
北
条
宣
時(

時
房
流)

、
北
条
貞

時
・
高
時(
得
宗
流)

と
、
北
条
氏
の
各
一
門
に
よ
っ
て
伝
領
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
「
守
護
領
」
と
さ
れ
て
き
た
今
富
名
は
、
若
狭
忠
季
・
忠
時
の
の
ち
、
北
条

時
氏
を
経
て
、
北
条
経
時
・
時
頼
・
時
宗
・
貞
時
・
高
時
に
伝
領
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
守
護
職
が
た
び

た
び
得
宗
流
の
手
を
離
れ
た
経
時
以
降
も
、
一
貫
し
て
得
宗
に
伝
領
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
石
井
進
の
い
う
「
守
護
領
」
は
、
得
宗
以
外
が
守
護
に
就
任
し
て
も
な
お
、

得
宗
に
伝
領
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
得
宗
領
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
守
護
職
次
第
』
『
領
主
次
第
』
の
鎌
倉
期
の
記
事
を
作
成
し
た
の
は
得
宗
の
関
係
者
で
あ
り
、
そ
の
意

図
は
、
得
宗
が
守
護
で
あ
り
、
今
富
名
を
領
し
た
先
例
を
示
す
点
に
あ
っ
た
。

か
く
し
て
北
条
義
時
以
来
、
守
護
職
が
得
宗
に
連
綿
と
伝
領
さ
れ
た
と
す
る
佐
藤
進
一
説
や
、
今
富
名

を
「
守
護
領
」
と
理
解
す
る
石
井
進
説
は
、
い
ず
れ
も
両
史
料
を
作
成
し
た
得
宗
関
係
者
の
主
張
に
、
図

ら
ず
も
、
引
き
ず
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(

１)

伊
藤
邦
彦
は
、
出
家
後
の
北
条
宣
時
が
若
狭
国
守
護
に
就
任
し
た
こ
と
に
疑
問
を
も
ち
、
嫡
子
宗
宣

の
就
任
を
推
定
す
る
。
出
家
者
が
守
護
に
就
任
で
き
ぬ
根
拠
や
、
宗
宣
が
就
任
し
た
論
拠
も
ふ
く
め
、

い
ま
の
と
こ
ろ
、
肯
定
も
否
定
も
す
る
材
料
を
え
な
い
。
嘉
元
の
乱
後
に
お
け
る
北
条
貞
時
政
権
の
退

潮
が
、
北
条
宣
時
の
守
護
就
任
と
関
係
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
嘉
元
の
乱
と
そ
れ
に

い
た
る
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
細
川
重
男
「
嘉
元
の
乱
と
北
条
貞
時
政
権
」(

同
『
鎌
倉
政
権
得
宗
専

制
論
』[

前
掲]

。
初
出
一
九
九
一
年)

を
参
照
。

(

２)

秋
山
哲
雄
は
、
弘
安
年
間(

一
二
七
八
～
八
八)

に
六
波
羅
北
方
の
北
条
兼
時
が
摂
津
・
播
磨
国
守
護

を
兼
任
し
た
こ
と
か
ら
、
兼
時
以
降
、
六
波
羅
北
方
が
両
国
守
護
を
兼
帯
し
た
と
推
定
す
る
。
だ
が
、

摂
津
国
に
つ
い
て
は
、
延
慶
三
年(

一
三
一
〇)

一
一
月
、
六
波
羅
南
方
の
時
敦
に
よ
る
守
護
兼
帯
が
確

認
で
き
、
正
和
四
年(

一
三
一
五)

六
月
、
時
敦
が
在
京
の
ま
ま
六
波
羅
北
方
に
転
任
す
る
こ
と
で
、
以

後
、
六
波
羅
北
方
の
守
護
兼
帯
と
な
る(

熊
谷
隆
之
「
守
護
代
・
使
節
・
検
断
方

―
摂
津
国
長
洲
荘
悪

党
関
係
史
料
の
分
析
か
ら

―
」[

勝
山
清
次
編
『
南
都
寺
院
文
書
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七

年]
)

。
兼
時
よ
り
の
ち
、
時
敦
に
さ
き
だ
つ
時
期
の
守
護
兼
帯
の
徴
証
は
な
い
。
な
お
、
拙
稿
を
う
け
、

伊
藤
邦
彦
は
、
兼
時
以
来
の
六
波
羅
探
題
に
よ
る
守
護
兼
帯
を
推
測
す
る
。
だ
が
、
秋
山
説
と
同
様
、

論
拠
は
な
い
。

他
方
、
播
磨
国
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
兼
時
後
任
の
久
時
・
宗
方
が
、
守
護
に
在
職
し
た
徴
証
は
な

い
。
六
波
羅
北
方
に
よ
る
守
護
兼
帯
の
初
見
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
佐
藤
進
一
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
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乾
元
二
年(

一
三
〇
三)

八
月
の
基
時
と
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
守
護
兼
帯
を
い
た
ず
ら
に
遡
及
さ
せ

る
向
き
に
は
、
危
惧
を
感
じ
る
。
史
料
の
博
捜
と
慎
重
な
考
証
に
も
と
づ
く
佐
藤
進
一
の
方
法
に
、
あ

ら
た
め
て
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
う
。

(

３)

森
幸
夫
『
北
条
重
時
』(

前
掲)

。
伊
藤
邦
彦
『
鎌
倉
幕
府
守
護
の
基
礎
的
研
究
【
国
別
考
証
編
】
』

（
前
掲
）
若
狭
の
項
。

(

４)

村
井
章
介
「
蒙
古
襲
来
と
鎮
西
探
題
の
成
立
」(

同
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
日
本
』
校
倉
書
房
、
一

九
八
八
年
。
初
出
一
九
七
八
年)
。

(

５)

同
前
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
守
護
職
次
第
』
『
領
主
次
第
』
と
い
う
二
つ
の
基
本
史
料
を
読
み
な
お
し
、
守
護
在
任
を
め

ぐ
る
史
料
や
研
究
の
混
乱
を
整
序
す
る
こ
と
に
重
き
を
お
き
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
浮
上
す
る
問
題
に
論
及

し
た
。
最
後
に
、
論
じ
残
し
た
点
を
、
今
後
の
課
題
と
と
も
に
記
し
、
本
稿
の
む
す
び
に
か
え
る
。

第
一
に
、
若
狭
国
守
護
の
評
価
で
あ
る
。
得
宗
専
制
論
や
国
衙
機
構
掌
握
論
の
論
拠
と
さ
れ
た
若
狭
国

の
事
例
は
、
い
ず
れ
の
論
か
ら
も
逸
脱
す
る
論
点
を
提
供
す
る
。

ひ
と
つ
は
、
得
宗
に
よ
る
守
護
職
の
統
制
の
限
界
で
あ
る
。
若
狭
国
守
護
職
は
、
得
宗
と
他
の
一
門
そ

れ
ぞ
れ
に
よ
る
相
伝
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
相
互
に
遷
替
を
繰
り
返
し
、
や
が
て
得
宗
の
手
中
に
帰
し
た
。

秋
山
哲
雄
は
、
得
宗
に
よ
る
守
護
職
の
伝
領
の
断
続
性
な
ど
か
ら
、
北
条
義
時
以
来
、
得
宗
が
伝
領
し

た
と
す
る
佐
藤
進
一
説
を
批
判
し
た
。
そ
れ
を
う
け
、
本
稿
で
は
、
秋
山
が
疑
問
視
し
た
幼
少
の
北
条
経

時
の
在
職
を
認
め
た
う
え
で
、
得
宗
の
嫡
孫
で
あ
っ
て
も
、
ま
も
な
く
改
替
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。

思
え
ば
、
得
宗
が
守
護
で
あ
り
、
今
富
名
を
領
し
た
先
例
を
強
調
す
る
『
守
護
職
次
第
』
『
領
主
次

第
』
の
鎌
倉
期
の
部
分
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
正
和
三
年(

一
三
一
四)

閏
三
月
以
前
で
あ
る
。
こ
れ
に
さ

き
だ
つ
応
長
元
年(

一
三
一
一)

一
〇
月
、
得
宗
貞
時
が
没
し
た
際
、
嫡
子
高
時
は
、
九
歳
で
あ
っ
た
。
経

時
と
同
様
の
状
況
が
、
鎌
倉
最
末
期
ま
で
続
い
て
い
た
可
能
性
さ
え
、
想
定
で
き
る
。

得
宗
と
し
て
の
権
勢
が
、
守
護
職
の
集
積
や
伝
領
を
、
よ
り
確
固
た
ら
し
め
た
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も

り
は
な
い
。
だ
が
、
後
継
者
の
幼
少
な
ど
に
よ
り
、
改
替
さ
れ
う
る
と
い
う
意
味
で
は
、
得
宗
と
て
、
他

の
一
門
や
外
様
と
同
じ
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
若
狭
国
守
護
職
は
、
佐
藤
進
一
の
い
う
、
得

宗
に
よ
る
守
護
職
の
一
元
的
統
制
を
示
す
典
型
例
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
そ
の
限
界
面
を
明
示
す
る
事
例

な
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
得
宗
支
配
の
特
異
性
で
あ
る
。
若
狭
国
で
は
、
守
護
の
地
位
が
い
っ
た
ん
得
宗
流
か
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ら
離
れ
た
の
ち
も
、
ど
う
に
か
得
宗
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
た
今
富
名
が
、
再
度
、
再
三
の
得
宗
に
よ
る
守

護
就
任
に
よ
り
、
結
果
的
に
守
護
領
と
な
っ
た
。
守
護
で
あ
る
以
上
に
、
得
宗
で
あ
る
こ
と
が
卓
越
し
た

結
果
、
今
富
名
は
得
宗
領
と
し
て
確
保
さ
れ
、
や
が
て
守
護
職
ま
で
も
が
得
宗
の
手
に
帰
し
た
と
い
う
の

が
、
実
相
な
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
得
宗
が
断
続
的
と
は
い
え
、
守
護
に
在
任
し
た
こ
と
が
、
得
宗
に
よ
る
若
狭
国
の
支
配
に
、

よ
り
有
利
に
働
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
守
護
職
が
他
の
一
門
の
手
に
移
っ
て
も
、
得
宗
が
今

富
名
を
堅
持
し
え
た
事
実
は
、
得
宗
の
地
位
が
守
護
の
そ
れ
を
超
逸
し
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
得
宗

の
若
狭
国
に
お
け
る
支
配
が
、
守
護
よ
り
も
、
得
宗
と
し
て
の
権
勢
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

明
瞭
に
物
語
る
。

守
護
就
任
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
族
嫡
流
の
当
主
で
あ
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
、
一
国
支
配
が
企

図
さ
れ
た
事
例
な
ど
、
ほ
か
に
あ
る
ま
い
。
若
狭
国
の
事
例
は
、
石
井
進
の
い
う
、
守
護
に
よ
る
国
衙
機

構
の
掌
握
を
つ
う
じ
た
管
国
支
配
の
典
型
例
ど
こ
ろ
か
、
守
護
と
し
て
の
地
位
を
必
ず
し
も
媒
介
と
せ
ぬ
、

得
宗
に
よ
る
一
国
支
配
と
い
う
未
曾
有
の
可
能
性
を
示
す
特
殊
例
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
在
庁
職
や
在
庁
名
の
兼
帯
は
、
必
ず
し
も
国
衙
機
構
の
実
質
的
掌
握

を
意
味
し
な
い(

１)

。
得
宗
や
守
護
に
よ
る
そ
れ
ら
の
兼
帯
が
、
一
国
支
配
に
有
利
に
働
い
た
こ
と
を
否

定
せ
ぬ
ま
で
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
梃
子
と
し
て
機
能
し
た
か
は
、
な
お
吟
味
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
石
井
進
が
主
要
な
あ
り
か
た
と
評
価
し
た
「
国
衙
中
心
分
布
型
」
守
護
領
も
、
こ
れ
に
該
当
せ

ぬ
国
々
は
、
数
多
く
認
め
ら
れ
る(

２)

。
石
井
が
典
型
例
と
評
価
し
た
若
狭
国
や
安
芸
国
は
、
在
庁
職
や

在
庁
名
の
掌
握
が
進
ん
だ
成
功
例
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
事
例
で
あ

る
可
能
性
さ
え
残
る
。

何
を
主
要
と
し
、
何
を
特
殊
と
み
な
す
か
。
そ
れ
は
、
鎌
倉
幕
府
勢
力
の
権
力
編
成
全
体
の
な
か
で
、

み
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
佐
藤
進
一
以
来
の
研
究
蓄
積
を
う
け
と
め
、
史
料
の
博
捜
と
慎
重
な
考

証
に
心
が
け
、
と
き
に
は
大
胆
な
仮
説
の
提
示
も
試
み
な
が
ら
、
一
国
一
国
、
検
証
し
な
お
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

第
二
に
、
北
国
、
す
な
わ
ち
北
陸
道
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
か
ね
て
別
稿
で
は
、
北
国
・
畿
内
近
国
・

鎮
西
に
お
け
る
建
久
年
間(

一
一
九
〇
～)

以
後
の
守
護
設
置
を
認
め
る
一
方
で
、
東
国
に
つ
い
て
は
、
当

初
か
ら
一
部
に
守
護
が
設
置
さ
れ
た
可
能
性
を
認
め
つ
つ
も
、
東
国
全
体
と
し
て
は
、
守
護
不
設
置
を
基

調
と
し
た
と
評
価
し
た
。
東
国
は
、
東
海
・
東
山
道
の
遠
江
・
信
濃
国
以
東
の
一
五
ヶ
国
で
あ
る(

３)

。

本
論
中
で
も
示
唆
し
た
よ
う
に
、
若
狭
国
を
ふ
く
め
た
北
陸
道
に
、
建
久
年
間
か
ら
守
護
が
お
か
れ
た

か
に
つ
い
て
は
、
実
は
、
な
お
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
。
時
期
を
下
れ
ば
、
北
陸
道
に
も
守
護
の
実
在
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が
確
認
で
き
る
。
だ
が
、
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
史
料
は
な
い
。
そ
の
実
、
状
況

は
、
東
国
と
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

鎌
倉
初
期
の
若
狭
忠
季
・
忠
時
父
子
の
守
護
在
職
に
つ
い
て
、
肯
定
も
否
定
も
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ

の
こ
と
に
起
因
す
る
。
如
上
の
問
題
の
解
明
に
は
、
寿
永
三
年(

一
一
八
四)

正
月
、
木
曾
義
仲
の
滅
亡
後
、

鎌
倉
殿
勧
農
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
比
企
朝
宗
の
評
価
を
ふ
く
め
、
北
陸
道
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
綿
密

な
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
本
稿
で
は
論
及
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
三
に
、
南
北
朝
期
以
降
へ
の
影
響
で
あ
る
。
『
守
護
職
次
第
』
に
は
、
応
永
二
九
年(

一
四
二
二)

、

『
領
主
次
第
』
に
は
、
応
永
三
〇
年
ま
で
の
記
事
が
残
る
。
鎌
倉
期
の
そ
れ
に
く
ら
べ
、
情
報
量
は
豊
富

で
あ
る
。

上
述
し
た
鎌
倉
期
の
状
況
は
、
得
宗
と
い
う
強
大
な
権
力
が
除
か
れ
た
の
ち
、
い
か
に
う
け
つ
が
れ
、

後
代
の
政
治
・
地
域
史
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
若
狭
国
に
か
ぎ
ら
ず
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北

朝
期
以
降
を
み
と
お
し
た
研
究
は
、
さ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
ぬ
の
が
現
状
で
あ
る
。
両
時
期
を
つ
う
じ
た

武
家
勢
力
の
展
開
状
況
を
、
連
続
と
断
絶
の
両
面
に
留
意
し
な
が
ら
、
相
応
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(

１)

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
展
開
と
守
護
」(

前
掲)

。

(

２)

熊
谷
隆
之
「
播
磨
国
守
護
領
の
形
成
過
程
」(

前
掲)

。

(

３)

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
展
開
と
守
護
」(

前
掲)

。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
度
・
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究(

Ｂ)

に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。


